
 

 

 

 

   

 

 

８月６日（木）に戸次中学校にて、小中一貫教育合同研修会が行われました。 

今回は 【①小中合同人権教育研修会 ②第２回小中合同研修会】の２つの研修でした。どちらも充実した内容

で、実りある時間となりました。 

１．小中合同人権教育研修会 ～「人権教育を基盤とした学級経営について」～ 

２．第２回小中合同研修会 （領域部会） ※それぞれの領域で話し合った内容です。活動した内容などはまたお知らせします。 

 

令和８年９月８日（火） No.２ 

※次回 9 月 24 日（木） 第 1 回小中合同授業研究会  場所：戸次中学校 

小中一貫教育合同研修会 開催！ 

【学習指導部会】 
＜情報交換＞ 

〇「聴き方名人」各校の取組 

 ・人間関係の風土づくり 

〇「言葉の宝箱」 

〇すてき辞典・言葉のまゆ玉 

＜確認事項＞ 

◎次回、「聴き方名人」「言葉の宝箱」

の実践の持ち寄り 

＜講師＞ 柳井啓介 参事補 【人権教育推進課】 

 柳井指導主事による講演会では、大分市人権教育・啓発基本計画に挙げられる様々な人権問題について

確認し、人権教育を基盤とした学級経営について話を聴くことが出来ました。思い込みや固定観念が、誰で

もいつの間にか偏見や差別心を持つ可能性があること、人権問題の解決には、自分自身の物の見方や考え

方、指導を変えていく必要があること等、子どもたちの人権を守っていくために大切なこと・必要なことに

ついて改めて考える時間となりました。 

【感想】 

・自分も無意識のうちに偏見を持っていると改めて感じます。（中略）性の多様性において、子どもが感じること

をしっかりと受け止めることができる教員が必要。子どもの人権においても、日ごろ反省すべき点が多いと感じ

ている。 

・自分の固定観念を持たずに、生徒と接することが大切だと感じた。 

・「えー、分からん」と言える教室は、本音が言える教室だという考え方に、なるほどと思わされた。 

・多様な視点で物事を見てみることが大切だとよく分かりました。子どもたちの表面的な事象ばかりにとらわれ

ず、その背景にあるものまで見つめていくことの大切さが分かった。 

・子どもを変えるのではなく自分の指導を変えようとすることが大切という言葉が心に残った。 

 

【生活指導部会】 

＜情報交換＞ 

○「みそあじ」の取組について 

中学校…無言掃除の方法や時

間の改善 

小学校…時間の指導 

      報連相の徹底 

      IPad の使い方 

【特活部会】 
＜協議事項＞ 

○ふれあい音楽集会について 

  ・全体の流れ ・当日の動き 

  ・児童の役割分担 

◎戸次中学校で合唱交流をします。戸次

小学校は6年生のみ、上戸次小学校

は全校児童が参加します。 

◎参加しない生徒児童は、後日動画視聴

し、交流します。 


